
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒979-0605 福島県双葉郡楢葉町大字大谷字西代 58－4 宝鏡寺境内  館長：安斎育郎 

館長補佐：早川千枝子、 副館長:桂川秀嗣、 事務局長：丹治杉江、 会計：片山一美、 顧問：伊東達也 

参観などの相談は事務局長の丹治杉江にどうぞ（下記） 

電話：090-7797-4673、メール：ran1953@sea.plala.or.jp 
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「
伝
言
館
友
の
会
」
に
ご
入
会
を 

 

伝
言
館
は
、
宗
教
法
人
宝
鏡
寺
に
抱
か
れ
つ
つ

も
、
相
対
的
自
立
性
を
保
っ
て
運
営
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

故
・早
川
篤
雄
和
尚
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
末
永

く
非
核
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
社
会
に
発
信
し
て
行
く

た
め
に
は
、
全
国
の
人
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
す
。  

そ
こ
で
「
伝
言
館
友
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
年
会

費
一
〇
〇
〇
円
で
伝
言
館
の
財
政
を
支
え
、
活
動

へ
の
助
言
や
協
力
を
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
丹
治
杉
江
事
務
局
長
（
０
９

０-

７
７
９
７-

４
６
７
３
）ま
で
。 

中国の社会起業家・教育者であるホ

ンシャン・ファンさんに率いられて、２０

２４年２月２日、中国の青年たち７人が

伝言館を訪れました。 

安斎館長が４３枚のパワーポイント・

スライドを用いて小一時間英語で説明

した後、青年たちと活発な質疑応答を

行ないました。その後熱心に伝言館を

見学（左写真）、小児甲状腺がんの発症

やトリチウム水の海洋放出などを含め

て多くの質問を発しました。 

宗教法人 大円山智相院宝鏡寺付設 

ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・フクシマ伝言館だより 

２０２４年の特別展の予定 

●１月１５日～３月１０日 ジャネット・ランキン展 

●３月１１日～５月３１日 原発事故はなぜ起きたのか 

●６月１１日～８月５日 パッチワーク・キルト展 

●８月６日～９月３０日 核兵器禁止条約の現状と課題 

●１０月１日～１２月７日 世界の「平和の遺跡」展 

●１２月８日～１月１５日 宝鏡寺の太平洋戦争展 

伝言館は今後も非核・平和に関する特別展を随時開

催したいと考えていますので、ご希望をお寄せ下さい。 

２０２５年には、女性初のノーベル平和賞受賞者ベル

タ・フォン・ズットナー展や、大日本帝国時代に日本の治

安維持法の犠牲になった韓国の国民的詩人・尹東柱（ユ

ンドンジュ）展などを予定しています。 

中国の若者が来館─「伝言館で多くを学んだ」と感想 

「非戦の人ジャネット・ランキン展」開催 

 

日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ラ
ン
キ
ン
は
ア
メ

リ
カ
連
邦
議
会
史
上
初
の
女
性
議
員

で
、
し
か
も
、
第
一
次
・
第
二
次
両
大
戦

に
反
対
票
を
投
じ
た
唯
一
の
連
邦
議

会
議
員
で
す
。
伝
言
館
は
一
月
一
五
日

～
三
月
一
〇
日
、
未
来
館
で
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
の
特
別
展
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

 

挨拶する早川千枝子館長補佐。左は丹治杉江事務局長。 

 

 

故
・早
川
篤
雄
住
職
逝
去
一
周
年 

「
和
尚
を
偲
び
、
伝
言
館
を
語
る
会
」開
か
る 

二
〇
二
三
年
一
二
月
九
日
、
於
・未
来
館 

 

早
川
篤
雄
宝
鏡
寺
第
三
〇
世
住
職
が
逝
去
さ
れ
て
一
年
を
迎
え
た
二

〇
二
三
年
一
二
月
九
日
、
未
来
館
に
お
い
て
「
和
尚
を
偲
び
、
伝
言
館
を

語
る
会
」が
開
か
れ
、
い
わ
き
・
郡
山
・
長
野
・東
京
・京
都
な
ど
か
ら
和
尚

と
縁
を
結
ん
だ
人
々
が
つ
ど
い
ま
し
た
。
つ
ど
い
は
丹
治
杉
江
事
務
局
長

の
司
会
の
も
と
で
進
め
ら
れ
、
ま
ず
、
和
尚
の
「
未
来
へ
の
伝
言
」
の
映
像

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
員
が
和
尚
へ
の
想
い
や
近
況
を
報
告
す

る
な
ど
、
熱
い
語
り
合
い
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
早
川
光
明
・
宝
鏡
寺
住

職
も
忙
し
い
中
を
駆
け
つ
け
て
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

宝
鏡
寺
境
内
に
あ
る
伝
言
館
の
存
続
に
は
、
ご
門
徒
、
ご
住
職
お
よ
び

早
川
和
尚
の
ご
遺
族
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も
関
係
者
一

同
、
心
を
通
じ
合
い
な
が
ら
発
展
の
た
め
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

mailto:ran1953@sea.plala.or.jp


 

早川篤雄和尚、ご逝去の３週間前に 
 

「原発大事故つぎも日本」、早川和尚の懸念 
安斎育郎（伝言館館長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝言館の「ことば」 

 

 

 

 

 

 

 

「縁起でもない」と感じる人も少なくないかもしれま

せんが、早川篤雄和尚は、１９７３年からの原発への取り

組みの中で感じていた行政や電力企業への不信感の中

で、「このままでは原発大事故は次も日本で起きかねな

い」と感じていました。伝言館の１階展示室に掲出され

ている上の和尚直筆のメッセージは、私たちに、「原発

の大事故は福島原発事故で終わり」などと考えてはな

らないことを警告しています。左下には居合わせたドイ

ツ 人 が 翻 訳 し た “ Nuclear Disaster…Japan 

Again”と書いてあります。 

今
年
は
、
一
九
五
四
年
三
月
一
日
の
ビ
キ
ニ
水

爆
被
災
事
件
か
ら
七
〇
年
目
で
す
。
犠
牲
に
な
っ

た
第
五
福
竜
丸
の
無
線
長
・
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が

妻
・
す
ず
さ
ん
と
と
も
に
焼
津
の
自
宅
で
育
ん
で

い
た
「
愛
吉
・
す
ず
の
バ
ラ
」
は
、
宝
鏡
寺
境
内
で

春
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

安
斎
館
長
か
ら 

早
川
和
尚
へ
の
絵
手
紙
を
展
示 

 

伝
言
館
の
１
階
展
示
室
に
安
斎
館
長

が
早
川
和
尚
没
後
１
年
目
に
書
い
た
和

尚
の
似
顔
絵
付
き
の
絵
手
紙
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
和
尚
の
無
念
と
伝
言
館
発

展
へ
の
決
意
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

手
紙
は
早
川
千
枝
子
夫
人
の
希
望
で

額
装
さ
れ
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

今年は辰年。伝言館入り口の「吠えよ、ドラゴン」の図 

緊急展示 

能登半島地震と志賀原発 
 ２０２４年 1 月 1 日、能登半島で

数千年に一度と言いう巨大地震が

起こりました。連動して動いた断

層群のすぐそばに志賀原発があ

り、しかも地震の影響があまり報

道されませんでした。伝言館はす

ぐに「能登半島地震と志賀原発」

について緊急展示を企画しまし

た。 

小回りのきく臨機応変の企画展開は伝言館の長所です 


